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臓
器
移
植
医
療
に
関
す
る
質
問
主
意
書

�

脳
死
臓
器
提
供
に
お
け
る
ド
ナ
ー
管
理
に
つ
い
て

脳
死
判
定
を
受
け
て
臓
器
を
提
供
す
る
こ
と
は
、
ド
ナ
ー
候
補
者
に
対
し
て
救
命
治
療
が
尽
く
さ
れ
る
こ
と
を
前
提
と
し

て
い
る
。
ま
た
、
臓
器
移
植
法
は
、
法
的
脳
死
判
定
に
よ
る
死
亡
宣
告
が
な
さ
れ
た
後
に
、
臓
器
摘
出
目
的
の
処
置
を
開
始

す
る
こ
と
を
合
法
化
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
実
際
の
脳
不
全
患
者
に
対
す
る
治
療
を
行
っ
て
い
る
は
ず
の
救
急
医
、
そ
し

て
ド
ナ
ー
候
補
者
の
「
評
価
」
を
行
う
メ
デ
ィ
カ
ル
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
に
よ
る
論
文
に
は
、
救
命
治
療
が
尽
く
さ
れ
た
か
否

か
が
不
明
の
状
況
で
、
な
お
か
つ
明
ら
か
に
法
的
脳
死
の
宣
告
前
か
ら
、
臓
器
摘
出
目
的
の
処
置
を
開
始
し
た
こ
と
が
報
告

さ
れ
て
い
る
。

以
下
、
引
用
す
る
。

資
料
�

田
中
秀
治
（
杏
林
大
学
医
学
部
救
急
医
学
）：

「
脳
死
の
病
態
と
ド
ナ
ー
管
理
の
実
際
」
（
『
Ｉ
Ｃ
Ｕ
と
Ｃ
Ｃ
Ｕ
』
�
�

�
、
ｐ
�
�
�－

�
�
�
、
�
�
�
�
年
）

こ
の
論
文
は
、
法
的
脳
死
判
定
�
例
目
に
つ
い
て
記
載
し
て
い
る
。

一



（
要
旨
）

＊

�
�
�
�
年
�
月
�
�
日
患
者
が
臨
床
的
脳
死
に
至
り
、
翌
日
に
患
者
家
族
か
ら
臓
器
提
供
の
意
思
表
示
を
い
た
だ
い

た
。
そ
の
時
点
で
は
昇
圧
の
た
め
、
ア
ド
レ
ナ
リ
ン
、
ノ
ル
ア
ド
レ
ナ
リ
ン
、
ド
ー
パ
ミ
ン
、
ド
ブ
タ
ミ
ン
を
四
剤
併
用

し
、
収
縮
期
血
圧
は
�
�
ｍ
ｍ
Ｈ
ｇ
台
で
あ
っ
た
。

＊

患
者
の
臓
器
提
供
の
意
思
を
か
な
え
る
べ
く
、
患
者
家
族
に
昇
圧
剤
の
変
更
や
輸
液
の
増
量
、
血
漿
製
剤
の
使
用
の
了

解
を
戴
き
、
ド
ナ
ー
の
循
環
動
態
の
改
善
に
努
め
た
。
ま
ず
、
昇
圧
剤
に
微
量
Ａ
Ｄ
Ｈ
（
�
�
�
Ｉ
Ｕ
／
ｈ
ｒ
か
ら
開

始
）
を
併
用
し
、
輸
液
量
を
増
加
し
た
と
こ
ろ
、
徐
々
に
血
圧
が
上
昇
し
、
結
局
Ａ
Ｄ
Ｈ
は
�
�
�
Ｉ
Ｕ
／
ｈ
ｒ
量
を
維

持
投
与
し
た
。
循
環
動
態
の
改
善
と
心
拍
出
量
改
善
の
結
果
、
尿
量
の
増
加
を
認
め
、
ド
ー
パ
ミ
ン
、
ド
ブ
タ
ミ
ン
、
ノ

ル
ア
ド
レ
ナ
リ
ン
の
減
量
中
止
、
が
可
能
と
な
っ
た
。
ま
た
一
過
性
の
輸
液
の
増
量
は
結
果
的
に
は
水
分
バ
ラ
ン
ス
の
改

善
を
得
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
。
本
症
例
は
安
定
し
た
血
圧
と
尿
流
出
を
得
、
心
移
植
に
適
当
な
カ
テ
コ
ー
ル
ア
ミ
ン

濃
度
に
減
量
さ
れ
て
、
法
的
脳
死
判
定
を
遂
行
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

＊

Ｐ
	
�
�
に
「
本
来
ド
ナ
ー
管
理
は
、
法
的
脳
死
が
確
定
し
て
か
ら
行
わ
れ
る
管
理
を
示
す
言
葉
で
は
あ
る
が
、
実
際

の
臨
床
の
現
場
で
は
、
む
し
ろ
法
的
脳
死
が
確
定
す
る
ま
で
の
間
の
管
理
こ
そ
、
本
当
の
意
味
で
の
ド
ナ
ー
管
理
が
な
さ

二



れ
る
べ
き
で
あ
る
こ
と
を
実
感
し
た
」
と
記
載
し
、
法
的
脳
死
の
死
亡
宣
告
前
か
ら
ド
ナ
ー
管
理
を
行
っ
た
こ
と
を
明
記

す
る
だ
け
で
な
く
、
他
の
医
師
に
も
推
奨
し
て
い
る
。

資
料
�

福
嶌
教
偉
（
大
阪
大
学
重
症
臓
器
不
全
治
療
学
）：

「
わ
が
国
に
お
け
る
脳
死
臓
器
提
供
に
お
け
る
ド
ナ
ー
評
価
・
管
理

メ
デ
ィ
カ
ル
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
に
つ
い
て
」
（
『
移
植
』
�
�
〈
�
・
�
〉
、
ｐ
�
�
�－

�
�
�
、
�
�
�
�
年
）

（
要
旨
）

＊

（
ｐ
�
�
�
）
�
�
�
�
年
�
�
月
以
降
は�
メ
デ
ィ
カ
ル
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
（
Ｍ
Ｃ
）
が
導
入
さ
れ�
第
一
回
目
脳

死
判
定
以
降
に
提
供
病
院
に
派
遣
さ
れ�
ド
ナ
ー
の
評
価
を
行
い�
第
二
回
目
脳
死
判
定
以
降
か
ら
ド
ナ
ー
管
理
を
行
う

よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

＊

（
ｐ
�
�
�
）
�
�
�
�
年
当
初
は
Ｍ
Ｃ
の
数
も
少
な
か
っ
た
が
、
�
�
�
�
年
�
月
末
に
は
心
臓
移
植
施
設
か
ら
各

�
名
（
計
�
	
名
）
、
肺
移
植
施
設
か
ら
各


名
（
計
�
�
名
）
、
そ
の
他
の
臓
器
移
植
の
移
植
医
お
の
お
の
数
名
が
Ｊ

Ｏ
Ｔ
か
ら
Ｍ
Ｃ
の
委
託
を
受
け
て
い
る
。

＊

（
ｐ
�
�
�
）
提
供
可
能
な
臓
器
数
を
増
加
さ
せ
る
と
と
も
に�
移
植
後
機
能
を
良
好
に
す
る
た
め
の
管
理
を
行
う
。

三



基
本
的
に
は�
呼
吸
循
環
管
理
を
行
い�
循
環
動
態
を
安
定
さ
せ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
本
来
は
第
二
回
目
の
脳
死
判

定
以
後
の
管
理
と
な
る
が�
Ａ
Ｄ
Ｈ
の
投
与�
中
枢
ラ
イ
ン
の
確
保
（
可
能
な
限
り
頸
静
脈
か
ら
）�
人
工
呼
吸
器
の
条

件
の
改
善�
体
位
変
換
（
時
に
フ
ァ
ー
ラ
ー
位
）�
気
管
支
鏡
な
ど
に
よ
る
肺
リ
ハ�
感
染
症
の
管
理
（
抗
生
剤
の
投
与

な
ど
）
は�
提
供
施
設
の
了
解
が
あ
れ
ば�
ド
ナ
ー
家
族
の
脳
死
判
定
・
臓
器
提
供
の
承
諾
の
取
れ
た
以
後�
可
能
で
あ

る
。ド

ナ
ー
臓
器
の
機
能
を
温
存
す
る
た
め
の
管
理
は�
第
二
回
目
の
脳
死
判
定
が
行
わ
れ�
か
つ
家
族
の
臓
器
提
供
へ
の

同
意
が
得
ら
れ
て
か
ら
開
始
す
る
。
心
臓
の
場
合
に
は�
脳
死
完
成
時
お
よ
び
そ
れ
に
引
き
続
く
シ
ョ
ッ
ク
の
た
め
に
心

筋
が
障
害
さ
れ
て
い
る
の
で�
循
環
動
態
を
う
ま
く
維
持
し
て
や
れ
ば�
必
ず
し
も
早
急
に
摘
出
術
を
開
始
す
る
必
要
は

な
い
。
む
し
ろstunning

が
改
善
さ
れ
て
か
ら
摘
出
し
た
方
が
よ
い
。

＊

（
ｐ
�
�
�
）
臓
器
提
供
率
を
増
加
さ
せ
た
結
果
、
ド
ナ
ー
�
人
当
た
り
の
提
供
臓
器
数
、
移
植
患
者
数
は
米
国
に
比

し
て
高
か
っ
た
。
Ｍ
Ｃ
導
入
以
前
の
�
〜
�
�
例
目
の
平
均
は
お
の
お
の
�
	


臓
器
、
�
	
�
人
で
あ
っ
た
の
に
対

し
、
�
�
〜


�
例
目
は
お
の
お
の
�
	


臓
器
、
�
	
�
人
で
あ
っ
た
。

＊

（
ｐ
�
�
�
）
現
在
、
心
臓
・
肺
移
植
施
設
の
協
力
を
得
て
、
緊
急
の
連
絡
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
Ｍ
Ｃ
が
提
供
病
院
に

四



赴
き
、
ド
ナ
ー
評
価
・
管
理
を
行
な
っ
て
い
る
が
、
今
後
脳
死
臓
器
提
供
数
が
さ
ら
に
増
加
す
る
と
と
て
も
対
応
で
き
な

い
可
能
性
も
あ
る
。
実
際
、
同
日
に
�
〜
�
件
の
ド
ナ
ー
情
報
が
あ
る
こ
と
も
で
て
き
て
お
り
、
Ｍ
Ｃ
が
到
着
す
る
ま
で

に
、
あ
る
程
度
の
ド
ナ
ー
評
価
・
管
理
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
も
重
要
で
あ
る
。

福
嶌
は
「
本
来
は
第
二
回
目
の
脳
死
判
定
以
後
の
管
理
と
な
る
が�
Ａ
Ｄ
Ｈ
の
投
与�
中
枢
ラ
イ
ン
の
確
保
（
可
能
な
限

り
頸
静
脈
か
ら
）�
人
工
呼
吸
器
の
条
件
の
改
善�
体
位
変
換
（
時
に
フ
ァ
ー
ラ
ー
位
）�
気
管
支
鏡
な
ど
に
よ
る
肺
リ

ハ�
感
染
症
の
管
理
（
抗
生
剤
の
投
与
な
ど
）
」
と
、
法
的
脳
死
の
宣
告
前
か
ら
の
ド
ナ
ー
管
理
の
実
施
を
明
記
し
て
い

る
。し

か
し
こ
う
し
た
行
為
は
、
厳
格
な
法
令
遵
守
の
下
に
実
施
さ
れ
る
べ
き
法
的
脳
死
判
定
・
臓
器
提
供
の
手
続
き
に
疑
念

と
不
信
を
生
じ
さ
せ
る
問
題
と
考
え
る
。

右
を
踏
ま
え
以
下
質
問
す
る
。

�

脳
死
、
三
徴
候
死
と
も
に
、
死
亡
宣
告
の
前
か
ら
臓
器
摘
出
目
的
の
ド
ナ
ー
管
理
を
行
う
こ
と
は
、
臓
器
移
植
法
の
基

本
理
念
を
揺
る
が
す
重
大
な
違
反
と
考
え
る
が
、
認
識
は
ど
う
か
。

�

検
証
会
議
報
告
書
で
は
、
メ
デ
ィ
カ
ル
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
に
よ
る
違
法
な
ド
ナ
ー
管
理
が
習
慣
化
さ
れ
て
い
る
こ
と
に

五



つ
い
て
、
ま
っ
た
く
記
載
が
な
い
。

検
証
が
行
わ
れ
た
症
例
で
、
メ
デ
ィ
カ
ル
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
が
自
ら
行
っ
た
、
あ
る
い
は
メ
デ
ィ
カ
ル
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
が
指
示
し
た
死
亡
宣
告
前
の
ド
ナ
ー
管
理
の
内
容
を
再
調
査
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
ど
う
か
。

�

違
法
行
為
の
再
発
防
止
の
た
め
に
、
ド
ナ
ー
管
理
の
詳
細
も
検
証
し
公
表
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
ど
う
か
。

�

違
法
な
ド
ナ
ー
管
理
を
行
っ
た
医
療
関
係
者
（
救
急
医
、
メ
デ
ィ
カ
ル
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、
そ
の
指
示
を
受
け
実
行
し

た
者
）
は
、
再
び
同
様
の
行
為
を
行
わ
な
い
よ
う
、
何
ら
か
の
処
分
及
び
再
教
育
が
必
要
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

�

日
本
臓
器
移
植
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
「
ド
ナ
ー
候
補
者
家
族
に
対
す
る
説
明
文
書
」
に
つ
い
て

死
体
か
ら
の
移
植
用
臓
器
提
供
に
際
し
て
、
日
本
臓
器
移
植
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、
臓
器
提
供
を
検
討
す
る
ド
ナ
ー
候
補
者

家
族
に
正
確
な
説
明
を
行
っ
て
承
諾
を
得
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
し
か
し
、
同
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
ド
ナ
ー
候
補
者
家
族
に

対
す
る
説
明
文
書
「
ご
家
族
の
皆
様
方
に
ご
確
認
い
た
だ
き
た
い
こ
と
」
（
以
下
説
明
文
書
と
い
う
）
は
、
「
�
�
心
臓
が

停
止
し
た
死
後
の
腎
臓
提
供
に
つ
い
て
」
に
お
い
て
、
抗
血
液
凝
固
剤
ヘ
パ
リ
ン
の
投
与
が
、
血
液
凝
固
を
阻
止
す
る
目
的

で
あ
る
こ
と
は
説
明
し
て
い
る
が
、
ド
ナ
ー
候
補
者
に
不
利
益
と
な
る
こ
と
は
一
切
記
載
し
て
い
な
い
。
以
下
、
当
該
箇
所

を
引
用
す
る
。

六



�
�
心
臓
が
停
止
し
た
死
後
の
腎
臓
提
供
に
つ
い
て

�

術
前
処
置
（
カ
テ
ー
テ
ル
の
挿
入
と
ヘ
パ
リ
ン
の
注
入
）
に
つ
い
て

�

カ
テ
ー
テ
ル
の
挿
入

心
臓
が
停
止
し
た
死
後
、
腎
臓
に
血
液
が
流
れ
な
い
状
態
が
続
く
と
腎
臓
の
機
能
は
急
激
に
悪
化
し
、
ご
提
供
い

た
だ
い
て
も
、
移
植
が
で
き
な
く
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
脳
死
状
態
と
診
断
さ
れ
た
後
、
心
臓
が
停
止

す
る
前
に
大
腿
動
脈
お
よ
び
静
脈
（
足
の
つ
け
ね
の
動
脈
と
静
脈
）
に
カ
テ
ー
テ
ル
を
留
置
し
て
お
き
、
心
臓
が
停

止
し
た
死
後
す
ぐ
に
、
こ
の
カ
テ
ー
テ
ル
か
ら
薬
液
を
注
入
し
、
腎
臓
を
内
部
か
ら
冷
や
す
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
機

能
を
保
護
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
す
。
ご
家
族
の
承
諾
が
い
た
だ
け
れ
ば
、
こ
の
処
置
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
な
お
、
こ
の
処
置
は
、
心
臓
が
停
止
す
る
時
期
が
近
い
と
思
わ
れ
る
時
点
で
、
主
治
医
、
摘
出
を
行
う
医
師
、

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
間
で
判
断
し
、
ご
家
族
に
お
伝
え
し
た
後
に
行
い
ま
す
。
処
置
に
要
す
る
時
間
は
通
常
�
時
間

半
程
度
で
す
。

�

ヘ
パ
リ
ン
の
注
入

心
臓
が
停
止
し
、
血
液
の
流
れ
が
止
ま
っ
て
し
ま
う
と
腎
臓
の
中
で
血
液
が
固
ま
っ
て
し
ま
い
、
移
植
が
で
き
な

七



く
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
脳
死
状
態
と
診
断
さ
れ
た
後
、
心
臓
が
停
止
す
る
直
前
に
ヘ
パ
リ
ン
と
い

う
薬
剤
を
注
入
し
て
血
液
が
固
ま
る
こ
と
を
防
ぎ
ま
す
。
（
引
用
終
わ
り
）

ド
ナ
ー
候
補
者
に
は
、
外
傷
患
者
や
脳
血
管
障
害
の
患
者
が
い
る
。
そ
の
よ
う
な
患
者
に
、
受
傷
後
間
も
な
い
時
期
に

抗
血
液
凝
固
剤
ヘ
パ
リ
ン
を
投
与
し
た
ら
、
再
出
血
さ
せ
て
致
死
的
状
態
に
陥
ら
せ
る
可
能
性
が
高
い
の
で
、
外
傷
患
者

や
脳
血
管
障
害
の
患
者
へ
の
ヘ
パ
リ
ン
投
与
は
、
数
週
間
行
わ
な
い
方
針
の
施
設
が
多
く
、
原
則
禁
忌
の
薬
剤
で
あ
る
。

薬
物
全
般
に
共
通
す
る
こ
と
だ
が
、
抗
血
液
凝
固
剤
ヘ
パ
リ
ン
も
血
液
循
環
の
あ
る
状
態
で
投
与
し
な
い
と
効
果
が
な

い
。
「
心
停
止
後
の
臓
器
提
供
」
と
称
す
る
行
為
に
お
い
て
は
、
抗
血
液
凝
固
剤
ヘ
パ
リ
ン
の
投
与
は
、
ド
ナ
ー
候
補
者

の
心
臓
が
拍
動
し
て
い
る
状
態＝
死
亡
宣
告
前
に
行
う
か
、
ま
た
は
心
停
止
に
よ
る
死
亡
宣
告
後
に
投
与
す
る
場
合
で

も
、
ヘ
パ
リ
ン
を
全
身
に
い
き
わ
た
ら
せ
る
た
め
に
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
行
い
、
�
万
単
位
あ
る
い
は
�
万
単
位
と
大
量

に
投
与
さ
れ
て
い
る
。
心
停
止
後
に
ヘ
パ
リ
ン
を
投
与
す
る
ケ
ー
ス
で
は
、
ド
ナ
ー
に
一
般
の
脳
死
判
定
も
で
き
な
い

ケ
ー
ス
が
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
ド
ナ
ー
は
心
停
止
後
の
ヘ
パ
リ
ン
投
与
と
同
時
に
行
わ
れ
る
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
で
、
痛

み
・
恐
怖
を
感
じ
得
る
生
体
状
態
に
戻
る
恐
れ
が
あ
る
。

仮
に
心
停
止
が
あ
っ
て
も
、
数
分
以
内
で
あ
れ
ば
自
然
に
心
臓
の
拍
動
が
再
開
し
後
遺
症
な
く
社
会
復
帰
し
た
人
も
お
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り
、
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
に
よ
り
蘇
生
す
る
可
能
性
が
あ
る
。
仮
に
蘇
生
し
な
く
と
も
、
血
液
循
環
の
あ
る
状
態
で
投
与
さ

れ
た
薬
物
の
作
用
で
、
ド
ナ
ー
候
補
者
に
意
識
や
痛
み
を
感
じ
さ
せ
る
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。

一
方
で
、
移
植
用
の
臓
器
を
獲
得
す
る
目
的
で
は
、
こ
の
説
明
文
書
が
書
い
て
い
る
よ
う
に
「
心
臓
が
停
止
し
、
血
液

の
流
れ
が
止
ま
っ
て
し
ま
う
と
腎
臓
の
中
で
血
液
が
固
ま
っ
て
し
ま
い
、
移
植
が
で
き
な
く
な
る
場
合
が
あ
」
る
。

以
上
を
踏
ま
え
、
以
下
質
問
す
る
。

�

説
明
文
書
は
、
ド
ナ
ー
候
補
者
家
族
に
対
し
て
、
抗
血
液
凝
固
剤
ヘ
パ
リ
ン
の
副
作
用
に
言
及
し
て
い
な
い
が
、
こ
の

文
書
は
、
い
つ
か
ら
使
用
さ
れ
、
何
人
の
ド
ナ
ー
候
補
者
家
族
に
提
示
さ
れ
た
の
か
。

�

ヘ
パ
リ
ン
投
与
は
、
ド
ナ
ー
候
補
者
を
傷
害
し
、
苦
痛
を
与
え
、
心
停
止
を
引
き
起
こ
し
か
ね
な
い
行
為
で
あ
る
。
し

か
し
、
説
明
文
書
は
、
抗
血
液
凝
固
剤
ヘ
パ
リ
ン
が
外
傷
患
者
、
脳
血
管
障
害
の
患
者
に
原
則
禁
忌
の
薬
剤
で
あ
る
こ
と

を
説
明
し
て
い
な
い
。
こ
れ
ま
で
行
わ
れ
た
す
べ
て
の
心
停
止
後
の
死
後
の
臓
器
提
供
例
に
お
い
て
、
ご
家
族
か
ら
提
供

の
承
諾
を
得
る
に
あ
た
り
、
医
師
か
ら
口
頭
で
説
明
が
行
わ
れ
た
と
は
考
え
に
く
い
が
、
ド
ナ
ー
候
補
者
の
救
命
目
的
で

は
な
く
、
移
植
用
臓
器
獲
得
目
的
で
の
薬
物
投
与
は
、
傷
害
行
為
に
な
り
違
法
性
は
阻
却
さ
れ
な
い
。
死
亡
宣
告
前
に
行

う
べ
き
で
は
な
い
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

九



�

「
血
液
循
環
下
で
ヘ
パ
リ
ン
を
投
与
す
る
こ
と
が
移
植
用
臓
器
を
獲
得
す
る
目
的
で
は
不
可
欠
」
、
し
か
し
「
血
液
循

環
下
の
薬
物
投
与
は
傷
害
で
あ
り
、
死
亡
宣
告
を
行
な
っ
た
根
拠
と
な
る
心
停
止
を
覆
し
か
ね
な
い
蘇
生
や
苦
痛
を
感
じ

さ
せ
る
行
為
に
な
る
」
の
な
ら
ば
、
こ
れ
ら
の
移
植
用
臓
器
獲
得
目
的
の
薬
物
投
与
は
「
心
臓
が
停
止
し
た
死
後
の
臓
器

提
供
」
の
枠
組
み
で
行
っ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
に
な
る
。
法
的
脳
死
判
定
手
続
き
下
で
し
か
許
さ
れ
な
い
行
為
と
考
え
る

が
、
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

�

心
停
止
後
と
称
す
る
臓
器
提
供
で
は
、
「
一
般
の
脳
死
判
定
」
と
し
て
、
法
的
脳
死
判
定
手
続
き
を
簡
略
化
し
た
脳
死

判
定
方
法
で
、
臓
器
摘
出
目
的
の
行
為
が
ス
タ
ー
ト
し
て
い
る
施
設
が
み
ら
れ
る
。
ド
ナ
ー
に
一
般
の
脳
死
判
定
も
で
き

な
い
ケ
ー
ス
も
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
簡
易
化
し
た
脳
死
判
定
、
ま
た
は
明
ら
か
に
脳
死
判
定
も
で
き
な
い
患
者
を
臓
器
ド

ナ
ー
と
す
る
こ
と
は
、
生
体
解
剖
に
な
る
恐
れ
が
大
き
い
。
そ
の
よ
う
な
ド
ナ
ー
は
心
停
止
後
の
ヘ
パ
リ
ン
投
与
と
同
時

に
行
わ
れ
る
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
で
、
痛
み
・
恐
怖
を
感
じ
得
る
生
体
状
態
に
戻
る
恐
れ
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

温
阻
血
時
間
（
人
体
か
ら
摘
出
す
る
臓
器
が
冷
却
す
る
ま
で
の
時
間
）
が
�
分
な
ど
、
三
徴
候
死
を
確
認
し
な
い
で
臓

器
摘
出
を
し
て
い
る
施
設
も
あ
る
。
「
一
般
的
脳
死
判
定
」
そ
し
て
「
心
臓
が
停
止
し
た
死
後
の
臓
器
提
供
、
心
停
止
後

の
臓
器
提
供
」
は
速
や
か
に
廃
止
し
、
法
的
脳
死
判
定
手
続
き
に
一
本
化
す
べ
き
で
は
な
い
か
。
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ

一
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た
い
。

右
質
問
す
る
。
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